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離を小さくし、運転中止に際しての関係者間の合
意形成を促していくことが奏功すると考えられ
る。したがって、まずは、運転者のみならず非運
転者も含め、あらゆる年齢層の一般生活者に対し、
認知症高齢者の運転に関した十分な啓発活動に努
めることが必要であろう。さらに、こうした合意
形成がなされていくことで、各自治体が、高齢社
会を踏まえた街づくりに取り組みやすくなり、運
転者やその家族の移動手段の確保も可能となろ
う。
また、運転継続あるいは中止の如何にかかわら
ず、認知症高齢者及び家族介護者の社会生活を支
援していくためには、複数の関係機関による連携・
協働が必要不可欠である。ついては、上述の結果2）
で示されたような一般生活者が高い信頼を寄せて
いる医師や医療機関を端緒とすることで、警察、
免許センター、自治体をも含めた複数の機関が連
携・協働できる支援体制を構築することが可能と
なるものと思われる。そうした支援体制のもとで、
関係者間における情報の共有を促進するツールの
一つとして、当該研究班の最終成果物として作成
した「認知症高齢者の自動車運転を考える家族介
護者のための支援マニュアル©」は大いに活用で
きるものと期待される。
（註：本調査の詳細については、参考文献1）を
参照されたい。）

Ⅰ．はじめに
認知症に罹患した高齢者が、安全に自動車運転
を継続することは不可能であり、いずれは自動車
運転を中止する状況となることは必至である。し
かし、運転中止は、高齢者本人とその家族介護者
にとって、多大なる困難を生ずるものである。し
たがって、運転中止を円滑に進め、高齢運転者本
人と公共の安全を確保するためには、認知症高齢
運転者とその家族介護者に対する具体的な社会支
援策を早急に構築する必要がある。
われわれは、認知症対策総合研究事業（厚生労
働省）（H19-認知症 - 一般-025）の一環として、認
知症高齢者とその家族介護者に対する支援策のあ
り方を検討することを企図し、全国の一般生活者
を対象に高齢者及び認知症高齢者の自動車運転に
関する意識調査を実施した。本稿では、この意識
調査の概要を紹介する。

Ⅴ．結論
本研究から、わが国の一般生活者は、高齢者及
び認知症高齢者の自動車運転に関して、1）性別、
年齢層、運転状況により、異なる認識を有してい
ること、2）運転継続や中止等の判断について、
医師や医療機関に対して高い信頼を寄せているこ
とが明らかになった。
認知症高齢者の円滑な運転中止には、上述の結
果1）で示されたような一般生活者間の認識の乖
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期痴呆研究会で発表された内容です。
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